
平成 28 年 4 月 14 日 

各 位 

函館湾岸価値創造プロジェクトチーム 

北海道教育大学函館校 ユースフル函館×地域プロジェクト 

 

－協働による観光まちづくりの核となるストーリーの発掘－ 

『我が国の近代化を牽引したコンクリート文化』 

パネル展を開催します 

  

本企画に取り組む、函館湾岸価値創造プロジェクトチーム【Greater Hakodate Innovation 

Project(GRHABIP,グラビップ)（会長 布村重樹）は、函館湾岸地域を主な対象地とし、当該地

域にこれまでに形成され、現在に継承あるいは残存する地域遺産の価値の顕在化に、産学

官金で取り組んでいる活動団体です。また、学生の地域づくり支援や「やさしい日本語」研究

の実証実験を行う、北海道教育大学函館校 ユースフル函館（地域づくり支援サークル），お

よび地域プロジェクト科目ともコラボレーションしています。 

 

当該チームは、地域遺産の価値について歴史文化、社会、経済、暮らしといった多様な観

点から捉え、将来の当該地域の地域づくり推進のため、その価値の普及・啓発、観光振興へ

の適用、地域再生に寄与することを目的として活動しています。 

その活動の一環として、『我が国の近代化を牽引したコンクリート文化：函館湾岸コンクリート

物語』パネル展を下記の通り開催いたします。 

 

日本初の開港都市として栄えた函館は、現在でも特徴的な土木遺産や建築物が数多く遺り、

貴重な資源としての価値を備えていると考えます。そこで当該チームでは、今後も「みなとまち

函館」の歴史をひも解きながら、観光資源としての価値創造に取り組んでまいります。 

 

また、外国人観光客向けにやさしい日本語に言い換えたパネルもご用意しております。外

国人観光客のみならず、小中学生にもご覧いただければ幸いです。（北教大地域プロジェクト） 

 

記 

１．開催概要 

≪日時≫ 平成 28 年 4 月 18 日(月)～4 月 28 日(木)  時間 5：30～23：50 

≪場所≫ 新函館北斗駅 渡り廊下 

≪料金≫ 無料 

※「やさしい日本語」研究に関連して学生らがインタビュー調査等を同時に実施します。 

 

２．今後の活動予定 

  平成 28 年 5 月末  冊子『函館湾岸コンクリート物語』の発行 

以 上 

本件に関するお問い合わせ 

函館湾岸価値創造プロジェクトチーム 事務局長 

（北海道教育大学函館校 国際地域学科 准教授 ） 
池ノ上 真一 

e-mail：ikenoue.shinichi@h.hokkyodai.ac.jp 携帯 090-4355−6670 

 


